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自然とマッチした仙台火力の外観
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菱
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きょう贈賞式

　
「
第

回
日
本
産
業
技
術
大
賞
」
日
刊
工
業
新
聞
社
主
催

の
贈
賞
式
が
き
ょ
う

時
か
ら
行
わ
れ
る
。
内
閣
総
理
大
臣

賞
、
文
部
科
学
大
臣
賞
、
審
査
委
員
会
特
別
賞
―
の
各
賞
に
今

回
輝
い
た
の
は
４
件
の
技
術
案
件
。
日
本
産
業
技
術
大
賞
は
、

わ
が
国
の
産
業
発
展
に
貢
献
し
た
技
術
開
発
成
果
を
毎
年
選

び
、
開
発
し
た
企
業
、
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
も
の
。
産
業
界

に
お
け
る
革
新
的
な
大
型
技
術
、
シ
ス
テ
ム
技
術
の
開
発
を
奨

励
す
る
た
め
に
１
９
７
２
年
に
創
設
さ
れ
た
。
主
要
産
業
団

体
、
学
会
な
ど
を
通
じ
推
薦
さ
れ
た
技
術
の
中
か
ら
、
学
識
経

験
者
ら
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
が
厳
正
に
審
査
し
決
定
す

る
。
表
彰
大
賞
は

産
業
の
発
展
に
貢
献
度
の
高
い
大
型
産
業

設
備

独
創
的
、
画
期
的
で
産
業
・
社
会
に
変
革
を
も
た
ら
し

た
シ
ス
テ
ム
技
術
の
開
発

地
球
環
境
保
全
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
た
設
備
の
開
発
―
な
ど
で
あ
る
。

コンバインドサイクル発電方式の模式図
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営
業
運
転
開
始
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト

右
か
ら
３

人
目
が
東
北
電
力
海
輪

誠
社
長
、
２
０
１
０
年

７
月

日

垣
根
越
え
成
果

　
低
い
煙
突
に
白
壁
の
蔵
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
―
。
東

北
電
力
仙
台
火
力
発
電
所

宮
城
県
七
ケ
浜
町

は
、

２
０
１
０
年
７
月
に
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
新
設
し
た
４
号

機
は
、
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
少
な
い
天
然

ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
コ
ン
バ

イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
方
式

を
採
用
。
熱
効
率

％
以
上

低
位
発
熱
量
基
準

と
い

う
最
新
技
術
を
導
入
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
従
来
の
石

炭
火
力
の
４
割
に
低
減
。
環

境
に
配
慮
し
た
新
時
代
を
担

う
火
力
プ
ラ
ン
ト
だ
。

　
約

年
に
わ
た
り
地
域
に

電
気
を
供
給
し
て
き
た
仙
台

火
力
で
は
、
老
朽
化
し
た
石

炭
火
力
１
―
３
号
機
を
廃
止

し
、
天
然
ガ
ス
を
燃
料
と
し

た
４
号
機
に
置
き
換
え
る
リ

プ
レ
ー
ス
計
画
を

年
か
ら

年
に
か
け
て
実
行
。
既
存

の
発
電
設
備
を
す
べ
て
撤
去

し
、
石
炭
火
力
か
ら
天
然
ガ

ス
火
力
に
新
た
に
つ
く
り
替

え
る
と
い
う
全
面
リ
プ
レ
ー

ス
は
国
内
初
の
試
み
と
な
っ

た
。

　
４
号
機
の
出
力
は

万
６

０
０
０

。
中
規
模
容
量

の
電
源
と
し
て
、
電
力
需
要

の
変
動
に
柔
軟
に
対
応
す
る

役
割
を
担
う
。

　
導
入
し
た
プ
ラ
ン
ト
は
、

ガ
ス
と
蒸
気
の
タ
ー
ビ
ン
を

組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
設
備
。
燃

焼
ガ
ス
の
力
で
回
す
タ
ー
ビ

ン
と
、
燃
焼
ガ
ス
の
排
熱
か

ら
つ
く
る
蒸
気
で
回
す
タ
ー

ビ
ン
を
一
つ
の
軸
に
設
置
。

二
つ
の
タ
ー
ビ
ン
を
動
力
に

発
電
機
を
回
す
た
め
、
発
電

効
率
が
高
い
。

　
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン
ド
の
建

設
は
、
東
北
電
に
と
っ
て
３

基
目
。
今
回
、
プ
ラ
ン
ト
の

改
良
に
よ
り
、
熱
効
率
を
世

界
最
高
レ
ベ
ル
の

％
以
上

ま
で
高
め
た
。
プ
ラ
ン
ト
製

造
は
三
菱
重
工
業
。
三
菱
重

工
と
東
北
電
に
よ
る
、
「
メ

ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
垣
根

を
越
え
た
技
術
開
発
」

大

野
貞
彦
東
北
電
力
火
力
部
火

力
建
設
課
長

が
大
き
な
成

果
を
生
み
出
し
た
。

　
４
号
機
の
新
設
に
着
工
し

た
の
は

年
秋
。
具
体
的
な

プ
ラ
ン
ト
設
計
に
着
手
し
た

年
２
月
に
は
、
東
北
電
と

三
菱
重
工
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
た
。
設

計
、
製
造
、
試
運
転
の
大
き

く
三
つ
の
断
面
で
、
技
術
の

有
効
性
を
検
証
し
な
が
ら
慎

重
に
作
業
を
進
め
た
。

　
発
電
所
は
運
転
開
始

時
期
が
供
給
計
画
で
決

め
ら
れ
て
お
り
、
建
設

に
着
工
す
れ
ば
や
り
直

し
が
き
き
に
く
い
。

「
プ
ラ
ン
ト
を
改
良
す

る
に
あ
た
り
、
後
戻
り

し
な
い
よ
う
、
各
段
階

で
の
確
認
事
項
を
事
前

に
協
議
し
て
進
行
し

た
」

大
野
氏

。

　
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
段

階
か
ら
両
者
は
意
見
を
ぶ
つ

け
あ
っ
た
。
東
北
電
は
プ
ラ

ン
ト
運
営
の
立
場
か
ら
、

「
メ
ー
カ
ー
の
報
告
を
待
つ

だ
け
で
な
く
改
善
点
を
積
極

的
に
指
摘
し
た

大
野
氏
。

三
菱
重
工
の
西
村
英
彦
原
動

機
事
業
本
部
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

技
術
部
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
統
合

開
発
グ
ル
ー
プ
計
画
チ
ー
ム

主
任
は
「
要
望
の
レ
ベ
ル
は

高
か
っ
た
が
、
非
常
に
有
益

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
今
回
の
技
術
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
は
、
中
規
模
容
量
の

タ
ー
ビ
ン
を
用
い
な
が
ら
、

大
規
模
容
量
の
タ
ー
ビ
ン
の

熱
効
率
に
近
づ
け
た
こ
と

だ
。
そ
の
上
で
、
燃
焼
時
に

生
じ
る
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ

Ｘ

の
排
出
量
も
抑
え
た
。

燃
焼
器
を
改
良

　
熱
効
率
を
高
め
る
に
は
、

燃
焼
温
度
を
上
げ
る
必
要
が

あ
る
。
燃
焼
温
度
を
上
げ
る

に
は
、
タ
ー
ビ
ン
を
大
型
化

す
れ
ば
良
い
が
、
リ
プ
レ
ー

ス
計
画
で
は
既
存
の
送
電
線

を
利
用
す
る
た
め
、
出
力
の

上
限
に
制
限
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
タ
ー
ビ

ン
入
り
口
ガ
ス
温
度

Ｔ
Ｉ

Ｔ

１
３
５
０
度
Ｃ
級
の
ガ

ス
タ
ー
ビ
ン
「
Ｆ
型
」
を
ベ

ー
ス
に
、
Ｔ
Ｉ
Ｔ
１
５
０
０

度
Ｃ
級
の
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

「
Ｇ
型
」
の
技
術
を
組
み
合

わ
せ
て
開
発
し
た
。
そ
の
結

果
、
Ｔ
Ｉ
Ｔ
は
１
４
０
０
度

Ｃ
級
ま
で
高
ま
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
燃
焼
温
度

を
上
げ
る
た
め
、
Ｇ
型
の
燃

焼
器
を
応
用
し
た
。
空
気
と

燃
料
の
最
適
な
混
合
方
法
を

追
求
し
た
燃
焼
技
術
や
、
燃

焼
状
態
を
監
視
し
調
整
す
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
「
高
温

化
時
に
お
け
る
Ｎ
Ｏ
Ｘ
排
出

量
を
従
来
レ
ベ
ル
以
下
に
抑

え
る
こ
と
と
、
さ
ら
な
る
燃

焼
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
い
か
に
両
立
さ
せ
る
か
で

一
番
苦
労
し
た
」

三
菱
重

工
・
西
村
主
任

と
い
う
。

　
ま
た
、
燃
焼
温
度
が
上
が

れ
ば
、
タ
ー
ビ
ン
の
羽
根
を

高
温
か
ら
守
る
必
要
が
あ

る
。
今
回
は
、
羽
根
の
母
材

を
薄
肉
化
し
て
熱
を
逃
が
し

や
す
く
す
る
技
術
の
導
入
な

ど
で
課
題
を
克
服
。
熱
効
率

は
Ｔ
Ｉ
Ｔ
１
４
０
０
度
Ｃ
級

で
最
高
水
準
と
な
り
、
運
用

性
に
も
優
れ
た
Ｆ
型
タ
ー
ビ

ン
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　
４
号
機
の
完
成
時
、
東
北

電
は
「
率
直
に
言
っ
て
す
ご

く
良
い
モ
ノ
が
で
き
て
感
動

し
た
。
今
後
の
当
社
の
リ
プ

レ
ー
ス
計
画
に
も
つ
な
が

る
」

大
野
氏

と
喜
ん

だ
。
三
菱
重
工
も
「
今
後
も

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
の
需
要
は
高

ま
る
。
今
回
の
開
発
を
ベ
ー

ス
と
し
て
さ
ら
な
る
高
効
率

化
、
高
運
用
性
の
需
要
に
応

え
て
い
き
た
い
」

西
村

氏

と
手
応
え
を
得
た
。

　
既
設
の
石
炭
火
力
と
比
べ

た
環
境
性
能
は
、
燃
料
の
転

換
と
熱
効
率
の
改
善
に
よ

り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
４
割

程
度
に
低
減
。
年
間
約

万

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効
果
が
期

待
で
き
る
。

　
ま
た
、
仙
台
火
力
は
「
特

別
名
勝
松
島
」
の
中
に
位
置

す
る
た
め
、
周
辺
の
自
然
に

調
和
す
る
外
観
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
。
煙
突
の
高
さ
は
既
設

の
半
分
以
下
に
抑
え
、
白
壁

と
瓦
ぶ
き
屋
根
の
蔵
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
仙

台
火
力
に
は
３
本
の
高
い
煙

突
が
そ
び
え
立
ち
、
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
。
リ
プ
レ
ー
ス
後
の

外
観
に
対
し
て
地
域
住
民
か

ら
は
「
３
本
煙
突
が
な
く
な

っ
た
の
は
少
し
寂
し
い
」
と

惜
し
む
声
が
聞
か
れ
た
一

方
、
「
自
然
に
マ
ッ
チ
し
た

良
い
建
物
」
と
の
評
価
も
受

け
て
い
る
と
い
う
。

復
旧
に
全
力

　
た
だ
、
仙
台
火
力
は
現

在
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波

の
直
接
被
害
を
受
け
、
停
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

が
れ
き
の
撤
去
は
終
了
。
今

後
は
プ
ラ
ン
ト
主
要
設
備
の

分
解
点
検
を
急
ぐ
。
震
災
直

後
か
ら
三
菱
重
工
の
担
当
者

も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
懸
命

な
復
旧
作
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
「
１
日
で
も
早
く
運

転
再
開
に
こ
ぎ
着
け
た
い
」

八
木
誠
東
北
電
力
火
力
部

品
質
保
証
担
当
課
長

と
関

係
者
の
士
気
は
高
い
。


